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甲府市立朝 日小学校が位置す る塩部の地名 は、水 に塩気が含 まれ るので 「塩部」

といわれた と甲斐国志 に記述があ り、約 800年前の京都醍醐寺の文献 に 「甲斐国巨

摩郡塩戸庄」 と記載 がある古い地名 です。近年 の埋蔵文化財 の発掘調査では、遺

跡範 囲の中央部か ら約 2000年前の弥生時代 の集落が確認 され、 さらに古墳時代、

平安時代 、中世 の遺構 。遺物が発 見 されています。

今 回の調査 区である朝 日小学校 の場所 は、塩部遺跡 の北東辺 にあた りますが、

東側 を流れ る相川 を境 として 甲府城 下町遺跡 に接す る土地です。近年発見 された

江戸時代前期 の 甲府城 下町絵 図の研 究 によ り、小学校北側 の東西の通 りが江戸時

代初期 の 甲州道 中であつた こが解 明 されま した。 この絵 図には一里塚 と古三 日市

場 の名前がみ られ、江戸時代初期 は交通の要所 であつた ともの と考 え られ ます。

発掘調査では、平安時代 を中心 とす る井戸・溝 な どの遺構 と、縄文時代 か ら中

世 までの遺物 が出土 し、朝 日小学校 の歴史の一端 が確認 されま した。 また、朝 日

小学校 5年生 による郷土史学習の一端 として、発掘現場 の見学 とい う貴重 な機会

に恵まれま した。歴史を身近に体験 し郷土の文化 。歴史をよ りよく理解す る場 とし

て、今後学校教育 。生涯学習教育の場 として有効活用 していただければ幸甚です。

末筆 とな りま したが、 この度 の発掘調査 に際 し、貴重 な歴史遺産 に対す る深い

ご理解 を賜 り、 ご支援 。ご協力 を頂いた関係各位 に、感謝 申 し上 げる とともに、

哀心 よ り厚 くお礼 申 し上げます。

平成 22年 11月

甲府市教育委員会

教育長 長谷川 義高



例   言

1.本書は山梨県 甲府市塩部一丁 目4番 1号 における塩部遺跡 (朝 日小学校構内)の発掘

調査報告書である。

2.本発掘調査は学校建設に伴 うものであ り、工事主体者 の甲府市教育委員会が主体 とな

り実施 した。調査の一部は同教育委員会 より委託 を受けた昭和測量株式会社が行 つた。

3.調査担当は志村憲― (甲 府市教育委員会文化振興課文化財主事)が 担当 した。本調査及

び報告書作成業務 に関 しては、甲府市教育委員会文化振興課文化財主事志村憲―の指揮

監督のもと、受託者の昭和測量株式会社文化財調査部高野高潔が担当 した。

4.発掘調査の期間及び面積は以下の とお りである。

試掘調査 :期 間 平成 21年 8月 8日 か ら同年 8月 11日 、面積 22ポ

本 調 査 :期 間 平成22年 2月 22日 か ら同年 4月 24日 、面積430だ

5.基準点測量は昭和測量株式会社が行 つた。測量成果は世界測地系 とした。

6.表 土除去お よび埋め戻 しに伴 う建設機械 の操作・運転は丸加工業有限会社が行 った。

7.発掘調査参加者

新谷和美、飯室恵子、菊島正博、小島健治、小林 としみ、佐藤高正、竹野章、田中博之、

中澤保、原 田隆邦、原 田みゆき、広瀬 あ りさ、松原静夫、村 田勝利、望月明、望月太喜

雄、渡辺麗子 (五十音順、敬称略 )

8.本書の執筆 と編集は、第 1章第 1節 。2節 、第 4章第 2節 を志村憲―が担当 し、その

他 を甲府市教育委員会の指導のもと高野高潔 (昭 和測量株式会社)が担 当 した。

9。 本書に係わる出土遺物、図面、写真及びその他の諸記録 は、甲府市教育委員会が保管

している。

10.整理作業参加者 北野礼子、齋藤里美、山田忠、渡辺麗子 (五十音順、敬称略 )

11.発掘調査及び報告書作成の過程でご指導 ご協力を賜つた機 関、諸氏を以下に記 して御

礼 申し上げる。

山梨県教育委員会学術文化財課、社会保険山梨病院、中山誠二、山本基礎工業株式会社 (敬称略)

凡   例

1.本書に掲載 した図 3調査地の位置図は、大 日本帝国陸地沢1量部発行の1/20,000地 形図

甲府近傍七号 「松嶋村」(明 治42年 10月 鉄道補測発行 )、 人号 「甲府」(明 治48年 1月 鉄道

補測発行)を 使用 して作成 した。 図 4塩部遺跡周辺の遺跡分布図は、国土地理院発行

(平成 14年 6月 1日 発行)の数値地図25000(地 図画像 )「 甲府」所収 「甲府北部」、「甲

府」を使用 して作成 した。

2.遺構平面図の座標値 は平面直角座標系 (世 界測地系)第Ⅷ系の値である。方位記号は

方眼北を示 している。遺構断面図の数値は標高である。座標値、標高の単位 はメー トル

である。

3.遺構断面図の上層色調及び遺物観察表中の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局

監修2004『新版標準土色帖』 (26版 )に基づいて表記 した。

4.遺構、遺物図の縮尺は以下を基本 とした。また、挿図中の尺度にも縮尺 を付記 した。

遺構 :調査区全体 1/160、 溝平面 1/80。 セ クシ ョン1/40、 井戸 1/20、 ピッ ト1/20

遺物 :土器・土師器・須恵器・陶磁器 1/3、 石器 2/3、 木製品1/4

5.本書に使用 した記号及びスク リー ン トーンは以下の とお りである。

遺物 :須恵器断面‐ 陶器断面□ 黒色範囲‐ 赤色範囲  釉範囲  焼継範囲 ■
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第 1章 調査概要

第 1節  調 査 に至 る経 緯

甲府市塩部一丁 目4番 1号地点の甲府市立朝 日小学校構内の調査は、小学校校舎建て替

えに伴い実施 した ものである。文化財保護法に基づ き平成 21年 7月 27日 付 けで甲府市長

宮島雅展 より埋蔵文化財発掘の届出が提出された。その後 山梨県教育委員会教育長 よ り、

教学文第 1270号により周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等についての通知を受け、

発掘調査 を実施す る運び となった。

試掘調査は平成 21年 8月 8日 か ら同年 8月 11日 にかけて、建物予定地 6ヶ 所 に トレン

チを設定 し試掘調査を実施 した。調査の結果、建設予定地の東側 3ヶ 所の トレンチか ら古

墳 。平安の上師器 と中世の遺物が出土 し、遺構が存在す る可能性が強まった。建設予定の

建物は深度まで基礎が及ぶ ことか ら、遺構・遺物の保護 を図ることは困難であると判断 し、

本調査 を実施す ることとなった。

本調査に際 しては、事業主体者である甲府市教育委員会文化振興課の指導監督のもと、

昭和測量株式会社 に発掘調査業務 を委託 し、平成 22年 2月 22日 付 けで両者 の間で委託契

約 を締結 し、同年 2月 22日 か ら4月 24日 までの約 2ヶ 月間本調査 を実施 した。 さらに発

掘調査終了後、平成 22年 6月 18日 に発掘調査 を行 つた上記業者 に整理作業に関す る委託

契約 を締結 し、平成 22年 6月 21日 か ら同年 H月 19日 までの期間、整理作業及び報告書作

成業務 を実施 した。

なお今回の本調査の際は、総合学習の一環 として同小学校 5年生を対象 とし、平成22年 4

月20日 現場見学会 を実施 した。見学会は発掘現場の状況 と発掘出土品を観覧 し、朝 日小学

校の古代の様相 と学校周辺に広がる塩部遺跡の歴史について学習 した。

第 2節  試 掘 調査 (図 1・ 2、 図版 2)
試掘調査は建物予定地に幅 1.5m、 長 さ 2～ 3.4mの トレンチを 6ヶ 所設定 し、機械及

び人力 にて深 さ0,9～ 1,9m掘 削を行い、遺物包含層及び遺構 の有無 を確認 した。建物予

定地西側の 1～ 3ト レンチの 3地点は、土師器の小片が数点検出されたのみであ り、各堆

積層か らは遺構は確認 されなかった。建物東側の 4～ 6ト レンチの 3地 点に関 しては、地

表下0.7～ lmよ り下層 に位置す る黒色粘質土層か ら、古墳・平安 。中世の遺物が出土 し

た。特に 5ト レンチの地表下0,7m、 6ト レンチの地表下 lm地点に位置す る第 3層 の黒

色粘質土層か らは、古墳時代の土師器が集 中して検出されたことか ら、 この 5・ 6ト レン

チを中心 とした周辺に遺構が存在す る可能性が強ま り、本調査の対象地 とした。

∈≡動距≪≡め

＼

図 1 試掘 トレンチ出土遺物
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E=I試 掘 トレンテ        厖勿 本調査範囲

図2 試掘 トレンチ・本調査範囲位置

。         1:250        1。m

第 3節  調査 方法 と経 過

発掘調査は平成 22年 2月 22日 か ら同年 4月 24日 まで実施 した。 2月 25日 に調査区の安

全柵 を設置 し、 3月 1日 か ら 2日 に重機 による表土除去を行なった。 3月 3日 か ら基準点

測量を行ない、調査区にグ リン ドを設定 して、人力による精査を開始 した。 グ リッ ドは調

査区北東隅を起点 として 4m方 眼を設定 し南北にアル ファベ ン ト、東西に数字の名称 を付

して 「lAグ リッ ド」のよ うに呼称 した。遺構は検出順 に番号を付 した。なお 5号溝は風

倒木痕 と判断 し途中で欠番 とした。遺構の位置、形状、土層断面は トータルステーシ ョン

と手実測 を併用 して記録 した。包含層及び遺構で検出された遺物は順に番号を付 して、 ト

ータルステーシ ョンを使用 して位置 を記録 した。小破片については各遺構又はグ リン ドの

一括 出土遺物 として取 り上げた。遺構、遺物の写真撮影 は35mm判 カメラ (カ ラーネガ )

と一眼 レフデジタルカメラを使用 して実施 した。 4月 20日 に遺跡完掘状況の調査区全景写

真を撮影 した。 4月 21日 か ら重機 による埋め戻 しを行ない、 4月 24日 に安全柵の撤去を行

なった。整理作業お よび報告書作成は平成 22年 6月 21日 か ら同年 11月 19日 まで実施 した。
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第 2章 査遺跡 の環境

第 1節  地理 的歴 史 的環 境 (図 3・ 4)
調査対象の塩部遺跡 は山梨県甲府市の中央部に位置 し、甲府盆地の北縁 にあたる。北方

には関東 山地の主要部である標高2,000～ 2,500m級 の秩父 山地がある。調査地点は秩父

山地山中の太良峠の南方を源 とす る相川 によ り形成 された扇状地扇端部の緩傾斜面上に立

地 している。相川 中流域の右岸 に面 し、標高は約280mで ある。

図 3 調査地の位置
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。        刊 :50,OO0       2km☆調査地 (塩部遺跡 :朝 日小学校構内)



塩部遺跡 の遺跡範囲は東西約 500m、 南北約700mの規模 で周知 されてい る。塩部遺跡

では現在までにも別地点での発掘調査が実施 されている。従前の報告ではまず県立甲府工

業高校校庭出土土器 として古墳時代の遺物が昭和43年 の山本寿々雄氏の著作に見 られ る。

平成 6・ 7年に山梨県埋蔵文化財セ ンターが調査 した県立甲府工業高等学校改築に伴 う発

掘調査地点 (2)では弥生時代～古墳時代前期、奈良・平安時代の遺構・遺物が出土 して

いる。遺構は方形周溝墓、住居、用水路、旧河道な どがある。平成 13～ 14年 に甲府市教育

委員会が調査 した 「塩部町開国橋線」道路改良工事に伴 う発掘調査地点 (3)では主に弥

生時代か ら古墳時代の遺構 。遺物が出土 している。遺構は建物跡、方形周溝墓、溝 な どが

ある。遺物 には縄文土器 も出上 してい る。平成 14～ 16年 に甲府市教育委員会が調査 した

「愛宕町下条線」道路改良工事に伴 う発掘調査地点 (4)では弥生時代～古墳時代の遺構・

遺物が出土 している。遺構は建物跡、方形周溝墓、溝な どがある。平成 20年 に甲府市荻育

委員会が調査 した店舗建設 に伴 う発掘調査地点 (5)では弥生時代～平安時代の遺構遺物

が出土 している。遺構は住居、溝な どがある。以上か ら塩部遺跡では縄文時代か ら人の活

動が認 め られ、弥生時代か ら古墳時代、奈良・平安時代 を通 して集落が営まれていた とい

える。

その後の中世では塩部郷 と呼ばれ、平安時代末期の塩都郷の領主は武 田有義であった と

されている。有義の子有信以後は塩部氏の本拠地であつた と推定 されている。また文治二

(1186)年 の醍醐寺文書 目録 (醍醐雑事記)に は 「甲斐国巨摩郡塩部庄」がみえるが、詳

細は不明 とされ る。

永正十六 (1519)年 武 田信虎 の拠点移転 に伴い築かれた戦国期 の武 田城 下町では、塩部

遺跡 は城下町の西の出入 日付近に位置す ることとなる。

近世では塩部村 と呼ばれ 甲府城下町の西側 に隣接 している。文禄年間 (1592～ 1596年 )

には塩部村民が甲府城下町内の上府 中横沢町周辺へ移住 させ られ、村民の居住地が田畑か

ら離 され ることになつたが、天明年間 (1781～ 1789年 )に 帰村が許 された とされている。

帰村後の塩部村の集落は関屋往還 に沿って形成 されている。以上のよ うに塩都遺跡では平

安時代以後 も中世 。近世 を通 して集落が営まれ、武 田信虎の拠点移転以後は城下町に隣接

す る集落 となっていつたことがわかる。

次に、塩部遺跡周辺 を時代 を追って見ると、古 くは旧石器時代の様子 を伝 えるもの とし

て、相川の河床か らナ ウマンゾウの日歯の化石が出土 している。続 く縄文時代の遺跡 とし

て緑が丘一丁 目遺跡 (6)、 宝町遺跡 (7)、 榎 田遺跡 (8)か ら縄文時代前期の遺物が出土

している。上石 田遺跡 (9)で は縄文時代 中期の遺構が確認 されている。その他 にも縄文時

代の遺跡 として緑が丘二丁 目遺跡 (10)、 金塚西遺跡 (11)、 音羽遺跡 (12)、 西大阪A遺跡

(13)、 西河原遺跡 (14)、 宮北遺跡 (15)、 食糧工場遺跡 (16)、 居村村上遺跡 (17)な どが知

られている。

弥生時代か ら古墳時代の遺跡 としては榎 田遺跡 (8)、 音羽遺跡 (12)、 富士見遺跡 (18)、

青沼遺跡 (19)、 平石遺跡 (20)、 向田A遺跡 (21)、 三光寺山遺跡 (22)、 人幡東遺跡 (23)、

神 田遺跡 (24)、 跡部遺跡 (25)、 天神北遺跡 (26)、 伊勢町遺跡 (27)、 湯 田一丁 目遺跡 (28)

な どがある。榎 田遺跡 (8)、 音羽遺跡 (12)、 青沼遺跡 (19)で は弥生時代か ら平安時代ま

での集落が出土 している。富士見遺跡 (18)で は古墳時代前期の水 田跡が検出されている。

また、榎 田遺跡 (8)で は古墳時代前期の方形周溝墓 も検 出されている。

また塩部遺跡の北側の湯村 山周辺、北西側の千塚地域では古墳時代後期の大型の古墳が

多 く確認、もしくは存在 していたことが推定 されている。 6世紀中葉の築造 と考 えられ初

期横穴式石室 を持つ 円墳の万寿森古墳 (東 西約 31m、 南北約 38m、 高 さ約 5m)(29)、
6世紀後半の築造 と考え られ石室全長 16,75mと い う大型の横穴式石室を持つ円墳の加牟

-4-



１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

塩部遺跡 (H67年 調査)  12
塩部遺跡 (H13～ 14年調査)  13
塩部遺跡 (H14～ 16年調査)  14
塩部遺跡 (H20年 調査)    15
緑が丘―丁目遺跡 (縄文～平安)16
宝町遺跡 (縄 文 平安) 17

榎 田遺跡 (縄 文～平安)   18
上石田遺跡 (縄 文)     19
緑が丘二丁 目遺跡 (縄文～平安 )20

音羽遺跡 (縄 文～平安) 22三 光寺山遺跡 (吉墳) 32湯 村山二号墳 (古墳) 42
西大阪A遺跡 (縄 文)  23ノ ＼幡東遺跡 (弥 生～古墳)33湯村山三号墳 (古墳) 43
西河原遺跡 (縄 文 平安) 24神 田遺跡 (弥 生～平安)34湯 村山四号墳 (古墳) 44
宮北遺跡 (縄 文 平安)  25跡 部遺跡 (古墳)   35湯 村山五号墳 (古墳) 45
食糧工場遺助 (縄 文～弥生)26天神北遺跡 (古墳 平安)36湯 村山六号墳 (古墳) 46
居村村上遺跡 (縄 文 平安)27伊 勢町遺跡 (古墳)  37大 平一号墳 (古墳)  47
富士見遺跡 (古 墳～平安)28湯 田一丁目遺跡 (古墳)38大 平二号墳 (首墳)  48
青沼遺跡 (古 墳～平安) 29万 寿森首墳 (吉墳)  39穴 塚古墳 (吉墳)   49
平石遺跡 (弥 生～平安) 30カ ロ牟那塚古墳 (古墳) 40秋 山氏館跡 (平安～中世)50

図4 塩部遺跡周辺の遺跡分布

永井遺跡 (古墳～平安)

十二天遺跡 (平 安)

天神平遺跡 (平 安)

若宮前遺跡 (平 安)

御蔵遺跡 (古墳 平安)

西大阪 B遺跡 (平 安)

前田遺跡 (平 安)

南河原 A遺跡 (平 安)

南河原 B遣跡 (平 安)

52南河原 D遺跡 (平 安)

53村西遺跡 (縄 文 平安)

54武田氏館跡 (中世 )

55湯村山城 (中世 )

56法泉寺山の峰火台 (中世 )

57小松山の峰火台 (中世 )

58武田城下町遺跡 (中世 )

59甲 府城下町遺跡 (近世 )

※ 1～ 5Eコ 5観f5咽
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那塚古墳 (直径約 45m、 高 さ約 7m)(30)な どが代表 とされ る。その他 にも積石塚で円

墳の湯村山一号墳 (直径約 15m、 高 さ約2.5m)(31)、 円墳の揚村山二号墳 (直径約14.5m、

高 さ約 5。 5m)(32)、 円墳の湯村 山三号墳 (直 径約 15。 3m、 高 さ約2.5m)(33)、 円墳の

湯村 山四号墳 (直径約 14.3m、 高 さ約2.5m)(34)、 円墳の湯村 山五号墳 (直 径約 13m)

(35)、 円墳 の湯村 山六号墳 (直径約 10.4m)(36)、 円墳 の大平一号墳 (直径約20m)
(37)、 円墳の大平二号墳 (直 径約 15.9m、 高 さ約2,2m)(38)な どがある。また塩部遺跡

西側の荒川河畔にも穴塚古墳 (39)が ある。

山梨県内で 3位の石室規模 を誇 る万寿森古墳 (29)、 2位の加牟那塚古墳 (30)の ほか多 く

の大型古墳が所在す る本地域は、甲府盆地東部の御坂町井之上に所在す る、県内で 1位 の

姥塚古墳 (6世紀後半築造、円墳、直径約40m、 高 さ約 10m、 石室全長 17.54m)を代表

とす る錦生古墳群の地域 とともに、甲府盆地を東西に三分す る勢力が存在 した地域 といえ

る。

奈 良 。平安時代の遺跡 として榎 田遺跡 (8)、 音羽遺跡 (12)、 青沼遺跡 (19)、 平石遺跡

(20)、 秋 山氏館跡 (40)、 村之内遺跡 (41)、 永井遺跡 (42)、 十二天遺跡 (43)、 天神平遺跡

(44)、 若宮前遺跡 (45)、 御蔵遺跡 (46)、 西大阪 B遺跡 (47)、 前 田遺跡 (48)、 南河原 A遺
跡 (49)、 南河原 B遺跡 (50)、 南河原 C遺跡 (51)、 南河原 D遺跡 (52)、 村西遺跡 (53)が あ

る。

中世の遺跡 として秋 山氏館跡 (40)、 武 田氏館跡 (54)、 湯村山城 (55)、 法泉寺山の峰火台

(56)、 小松山の俸火台 (57)、 武 田城下町遺跡 (58)が ある。近世の遺構 として甲府城下町遺

跡 (59)が ある。武 田信虎の拠点移転以後、本地域が甲斐国の中心地 としての役割 を担 うこ

とになった といえる。

第 2節  基 本 土 層 (図 5)

基本土層は lDグ リッ ドの西壁で確認 した。 4層 は近代以降の堆積

である。 5層 は遺物包含層である。 5層 上面は 1号溝の検出面である。

その他の遺構は 6層 上面が検出面である。以下に各層の説明を記す。

1

2

3

4

6

7

8

9

10

278 5m__

表土 黒褐色 10YR3/2シ ル ト。 しま り中。粘性弱。3～ 10111111の 亜角礫 10%を 含む。

灰黄褐色 10YR4/2シ ル ト。 しま り強。粘性強。 1～ 511Lllの 円礫 30%、 5～ 15cmの 円礫

10%を含む。

黒褐色7.5YR3/1シル ト。 しま り中。粘性 中。2～ 511ullの 亜角礫 7%、 褐鉄鉱3%を 含む。
278 0m__

にぶい黄褐色 10YR4/3シル ト。 しま り中。粘性弱。 1～ 211ullの 亜角礫 1%、 l IIll位 の

金雲母片1%を 含む。

黒色 10YR2/1粘土。 しま り強。粘性強。 1～ 211ullの 黄色土粒 2%、 1～ 311ullの 亜角礫

1%を含む。

黒色 10YR2/1粘 土。 しま り強。粘性強。褐鉄鉱 7%、 1～ 211ullの 黄色土粒 3%、 2～ 311BI1 277 5m_

の亜角礫 1%を含む。

黒色 10YR2/1粘土。 しま り強。粘性強。褐鉄鉱 20%、 2～ 311ullの 黄色土粒 2%を 含む。

黄褐色2.5Y5/6シ ル ト。 しま り強。粘性強。黒色粘±40%、 lllull位の亜角礫10%を含む。

明黄褐色2.5Y6/8シ ル ト。 しま り強。粘性強。2～ 511ullの 亜角礫 5%を 含む。    2770ぃ
暗オ リーブ色7.5Y4/3シル ト。 しま り強。粘性強。5～ 3 011ullの 亜 円礫 7%を含む。

X

2

3

4

5

6

7

6

9

-6-

図 5 基本土層



第 遺構 と遺物

発掘調査では溝 5条 (1～ 4・ 6号 )、 井戸 1基 (1号 )、 ピット5基 (1～ 5号)が検出

された (図 6)。 5号溝は風倒木痕 と判断し欠番 とした。以下に各遺構を出土遺物 とともに詳述

する。

」 F P UO
o                              Wm

図 6 調査区全体
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(1)溝
1号溝 (図 7、 図版 1・ 2)

1号溝 は 2B～ 2Dグ リッ ドに位置す る。検出範囲で長 さ6。 9m、 幅0,4～ 0.8m、 深 さ

0.lmで ある。西側 は調査区外へ続 き、東側は浅 くな り途切れている。直線的な溝で方向

はN-73° Wである。

遺物 1は平安時代の須恵器然、 2は平安時代の上師器郵である。 3平安時代の土師器脚

高高台郷 もしくは皿である。 4は底部が台状 となる平安時代の上師器皿である。 5は 平安

時代の厚 口日縁の上師器甕である。

1号溝は基本土層で 5層 とした遺物包含層 を掘 り込み形成 されている。 1号溝検出面で

ある基本土層 5層 上面ではガラス片や ビー玉な どが出上 している。また 1号溝 出土遺物は

いずれ も小破片である。 このよ うな状況か ら 1号溝 出土遺物の年代 と遺構 の年代 とは必ず

しも一致す るものではない と考える。

回土師器
△須恵器

1:80
0                             4m

1

2

3

4

5

表土
灰黄色25Y6/2砕石。しまり強。粘性なし。
上管埋設上
黒褐色10YR3/2粘 上。しまり強。粘性強。
赤褐色±10%を 含む。
褐灰色10YR4/1砂 質土。しまり強。粘性弱。
2～ 10Eulの黄褐色土粒5%を含む。
1号溝覆上
褐灰色10YR4/1粘 土。しまり強。粘性強。
2～ 3Eullの 責色土粒 1%、 2～ 34Dllの 赤色土粒1%を含む。
灰黄褐色10YR5/2粘 土。しまり強。粘性強。
赤褐色上粒10%、 3～ 5allllの 黒掲色土粒5%を含む。

褐灰色10YR4/1粘 上。しまり強。粘性強。
2～ 3nullの 黄色土粒1%を含む。
にぶい黄褐色10YR5/4粘 上。しまり中。粘性強。
lm位の黄色土粒1%を含む。
褐灰色10YR4/1砂質上。しまり強。粘性弱。
2～ 411ulの 黄褐色土粒2%を含む。

1:40
0                                 2m

＼

導
= ＼ 1革主/

2
汁丁訂

/

3

｀
、_J二

=プ
/

秒  4

７
托

1:3
0                         10cm

図7 1号 溝・出土遺物
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2号溝 (図 8、 図版 1・ 2)

2号溝は lB～ lDグ リッ ドに位置す る。検出範囲で長 さ8.5m、 幅0.6～ 1.Om、 深 さ

0,7～ 1.Omで ある。断面形は下半部が長方形で上半部がV宇状に開いている。西側、東側

共に調査区外へ と続いている。 ほぼ直線的な溝で方向はN78° ―Wで ある。

遺物 1・ 2は古墳時代前期の土師器台付甕である。 3は古墳時代中期の土師器甕である。

4は古墳時代末の須恵器郷蓋である。 5は 古墳時代～奈良時代の須恵器短頸壺である。 6・

7は平安時代の土師器イ (甲 斐型イ)である。 8は平安時代の須恵器長頸壺 (壺 G)で ある。

状況 (Bセ クション位置 )

279 0m∠と‐

1:80
0                             4m

1試掘埋め戻し上。
2表 土

黒褐色10YR3/2シ ルト。しまり中。粘性弱。
3～1011の亜角礫 10%を含む。

3灰 黄褐色10YR4/2シ ルト。しまり強。粘性強。
1～ 5mmの円礫 30%、 5～ 15cllの 円礫 10%を含む。

4黒 褐色7 5YR3/1シ ルト。しまり中。粘性中。
2～5alの亜角礫7%、 掲鉄鉱3%を含む。

5にぶい黄褐色10YR4/3シ ルト。しまり中。粘性弱。
1～ 2Hu lの 亜角礫 1%、 lII位の金雲母片 1%を含む。

6遣 物包含層
黒色10YR2/1粘土。しまり強。粘性強。
1～ 2mmの黄色上粒 2%、 1～ 31uの亜角礫 1%を含む。

7～ 122号溝覆土
7黒 色10YR1 7/1粘 土。細粒。しまり強。粘性強。

褐鉄鉱 3%、 1～ 24ulの 黄色土粒 1%、 1～ 2alol焼土粒 1%を含む。
8黒 色loYR2/1粘土。しまり強。粘性強。

褐鉄鉱 10%、 1～ 3側の黄色土粒2%、 2～ 31tfl炭化粒 1%を含む。
9黒色 10YR2/1粘土。しまり強。粘性強。

3～5cmの黄色砂ブロック3%、 褐鉄鉱3%、 2～ 31d lの 亜角礫 1%を含む。
10黒色10YR2/1雅土。しまり中。粘性中。

5～10cmの黄褐色土ブロック(14～ 15層 の崩落土)40%を含む。
11黒 色10YR1 7/1粘 土。紳粒。しまり強。粘性強。

O

278 0mE上 _            連
'

刊:40

＼

湘

/1

ド、

 ヽ   /

幹 8
6

図8 2号 溝・出土遺物

1:3
0                     10cm
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3号溝 (図 9、 図版 1・ 2)

3号溝は 2B～ 2D・ 3Dグ リッ ドに位置す る。検出範囲で長 さ9.3m、 幅0.4～ 0。 8m、

深 さ0。 1～ 0.2mで ある。底面は平坦である。壁面は緩やかに立ち上がる。 ほぼ直線 に北

西か ら南東方向に延びている。 3号溝の延びる方向は 1号溝、 2号溝、 4号溝 と並行 して

いる。西側は調査区外へ続いている。直線的な溝で方向はN72° ―Wである。

遺物 1は底部がやや台状の平安時代の上師器郷底部である。 2は奈良・平安時代の土師

器不底部である。底部には回転糸切 り痕が残 る。 3は奈 良・平安時代の上師器鉢 口縁部で

ある。 4は奈良・平安時代の土師器不または皿 口縁部である。 3号溝の遺物出土量はきわ

めて少な く、いずれ も小破片である。

□土師器

1:80
0                            4m

277 9m≧と‐ _A' 277 9m雖             ―
B'

ー

1 褐灰色10YR4/1シ ル ト。しまり強。粘性強。
1～ 2Htrlの 赤褐色土粒 1%、 2～ 3altlの 黄色土粒1%を含む。

1:40
0                            2m

＼
ヽ_圭

=ジ
/

1

3号溝・出土遺物
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3号溝検出状況

3号溝堆積状況



4号溝 (図 10、 図版 1～ 3)

4号溝は 3A～ 3E・ 4A～ 4Dグ リッ ドに位置す る。検出範囲で長 さ16.7m、 幅 1.8～

2.6m、 深 さ0.4～ 0.6mで ある。西側、東側共に調査区外へ と続いている。直線的な溝で

方向は N-70° Wで ある。 3Bグ リッ ド付近で 6号溝 と交差 し、 6号溝の底面 よ り深 く掘

り込み形成 されている。 4号溝の底面には砂層が堆積 してお り、流路であったことが考 え

られ る。主な出土遺物には古墳時代か ら平安時代までの時代幅が認 め られ る。遺物 1は縄

文時代中期～後期の深鉢形土器体部片である。 2は古墳時代後期の土師器高不である。 3～

6は古墳時代の土師器餐である。 7～ 10は 平安時代の土師器イ、Hは平安時代の土師器密、

12は 土師器羽釜である。 7に は内外面に煤付着範囲が認 め られ る。 13～ 14は奈良・平安

時代の須恵器イ、 15・ 16は 須恵器壺、 17は 須恵器甕である。 18～ 21は 平安時代の灰釉陶

器婉、22は 皿、23は 手付瓶、24・ 25は 壺、26は 甕である。27は 青磁碗、28は 青 白磁合子、

29は 白磁碗、30は 陶器壺である。 31・ 32は板状の本製 品である。その他、 自然遺物 とし

て種、籾が出上 している。

6号溝

日縄文土器
□土師器
△須恵器
☆陶器
◎磁器

③木製品

1 にぶい黄褐色10YR5/4シ ル ト。しまり強。粘性強。
褐鉄鉱 10%、 lclll位 の亜円狭1%を含む。

2 遺物包含層
黒色10YR2/1シ ル ト。しまり強。粘性強。掲鉄鉱10%を 含む。

3～ 7 4号溝覆土
3 黒色10YR2/1シ アレト。 しまり強。粘性強。

5～ 15cnの 円礫3%、 褐鉄鉱3%、 5DIl位の炭化物1%を含む。
4 黒褐色10YR3/2シ ル ト。しまり中。粘′性強。

3～ 5alllの 炭化物2%、 5剛位の亜円礫2%を含む。
5 黒褐色10YR3/2シ ル ト。しまり中。粘性強。2～ 3mullの 炭化物2%を 含む。
6 褐灰色10YR4/1砂 。しまり弱。粘性なし。
7 黒褐色10YR3/2シ ル ト。しまり強。粘性強。51111位 の黄掲色土粒7%を 含む。

1:40
0                                 2m

図10 4号溝
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6号溝 (図 13、 図版 1)

6号溝は 2A・ 3A～ 8B。 4B・ 5B～ 5C・ 6B～ 6Cグ リン ドに位置す る。検出

範囲で長 さ17.8m、 幅 1.6～ 2.5m、 深 さ0.2～ 0.5mで ある。南側 は調査 区外へ続いてい

る。北側 は浅 くな り途切れてい る。溝の方向は N-41° Eで ある。遺構下端の平面形態に

は分岐のよ うなものが見 られ る。 このため、断面形 も不整形なもの となっている。遺構覆

土には 5～ 1 0 cIIl大 の亜円礫が多 く含まれている。 このよ うな状況か ら 6号溝は 自然の流路

である可能性が指摘できる。遺構の時期 を特定できる遺物は出土 していない。

0                             5m

1 黒色10YR2/1シ アレト。 しまり中。粘'性 3a。

5～ 10clll位 の亜円操50%を含む。

1140
0                             2m

図13 6号溝
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(2)井 戸

1号井戸 (図 14、 図版 1・ 3)

1号井戸は lBグ リッ ドに位置す る。大きさは長軸 1.lm、 短軸1.Omの 円形で、深 さ

1.4mで ある。覆土上面には礫が集 中していた。上端か ら50cm以 下では常に湧水が認 め ら

れた。以上の状況か ら丼戸 と判断 した。出土遺物は極 めて少ない。底面か らの出土遺物は

なかった。遺物 1は平安時代の土師器郭である。玉縁 日縁で、内面は黒色処理 さている。

2は奈良 。平安時代の上師器不である。

AO

□土師器
△須恵器

278 0m≧と_ 塾
'

278 0mEと _

＼
貨

田
○

坦

1 黒掲色10YR3/1粘 土。しまり強。粘性強。
lm位の赤褐色土粒 1%を含む。

2 黒褐色10YR3/2シ ル ト。しまり強。粘性強。
砂を5%、 2～ 511ullの 炭化物1%、 lDull位 の黄色土粒1%を含む。

3 黒褐色10YR3/1粘 土。しまり中。粘性強。
2～5Hulの赤褐色土粒10%を 含む。

1:20
0                                     1m

図14 1号井戸・出土遺物
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(3)ピ ッ ト (図 15)

1号 ピッ トは lCグ リッ ドに位置す る。直径 0.4mの 円形である。深 さ0.lmと 浅 く、

残存状況は良 くない。底面はほぼ平 らで、壁面急傾斜で立ち上がる。遺構検出面 は基本土

層 6層 上面である。遺物は出土 していない。

2号 ピッ トは lDグ リン ドに位置す る。長軸 0.3� 、短軸0.2mの精 円形であ る。深 さ

0.05mと 極 めて浅 く、残存状況は良 くない。底面は平 らで、壁面急傾斜で立ち上がる。

遺構検 出面は基本土層 6層 上面である。遺物 は出土 していない。  ヽヽ

3号 ピッ トは lCグ リッ ドに位置す る。長軸 0.3m、 短軸 0。 25mの 精 円形であ る。深 さ

0.05mと 極 めて浅 く、残存状況は良 くない。底面は平 らで、壁面急傾斜で立ち上がる。遺

構検 出面は基本土層 6層 上面である。遺物 は出土 していない。

4号 ピッ トは lDグ リッ ドに位置す る。長軸 0。 4m、 短軸 0。 3mの精 円形であ る。深 さ

0.05mと 極 めて浅 く、残存状況は良 くない。底面は平 らで、壁面急傾斜で立ち上がる。遺

構検出面は基本 土層 6層 上面である。遺物 は出土 していない。遺構検出面は基本 土層 6層

上面である。

5号 ピッ トは lAグ リッ ドに位置す る。直径 0.2mの 円形である。深 さ0。 15mと 浅 く、

残存状況は良 くない。底面は平 らで、壁面急傾斜 で立ち上がる。遺構検出面は基本土層 6

層上面である。遺物は出土 していない。

浜
277 9m塗ヒゃ                _望 懸'

一1 黒褐色10YR3/1粘 土。しまり中。粘性強。  1
2～ 3Hullの 黄色土粒2%を含む。

1号 ピット

277 9mどと_           塾 '

ー

黒褐色10YR3/1粘 土。 しまり中。粘性強。
1～ 2Hulの黄色土粒2%を含む。

2号 ピッ ト

図15 1号～ 5号 ピッ ト

277 9mどヒゃ           …望≦
'

ー

1 黒褐色10YR3/1粘 上。 しまり中。
1～ 2HIIllの 黄色土粒1%を含む。

3号 ピッ ト

277 7m どと,

黒褐色10YR3/1粘 上。しまり中。粘性強。
1～ 2Dll lの 責色土粒1%を含む。

5号 ピッ ト

1:20
0                                 1m

＼
貨

竺  だ
277 9Hlどこ_                 塾

'

黒褐色10YR3/1粘 土。しまり中。
1～ 211ullの 黄色土粒1%を含む。

4号 ピッ ト

ヽ

†
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(3)遺 構 外 出土遺 物 (図 16～ 18、 図版 4)

主な遺構外出土遺物は遺構確認面の上にある遺物包含層か ら出土 している。 1は縄文時

代中期～後期の深鉢形土器 、 2の 黒曜石製石鏃は凹基有茎鏃で側縁先端部 には段 を有 して

いる。調査 区外 に設 けた排土運搬用通路か ら出土 してい る。 3は石錐の可能性があるメノ

ウ製の剥片である。 4は古墳時代前期の土師器 S字状 口縁台付甕である。 5～ 10は 平安時

代の上師器不である。 5の底都外面は外周がヘ ラ削 りされ 中央 に回転糸切 り痕が残存 して

こ

+ +

十

２
／

／

◎

E縄文土器
□土師器
△須恵器
☆陶器

+ ◎石器

聴

□５低
‐４性
溜

ど
2湘 ロロ

9、、＼涸  □

1:160
0                            3m

図16 遺構外遺物出土位置
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いる。 6の 底部外面には不鮮明なが ら微かに回転糸切 り痕 を確認す ることができる。 10の

底都外面には煤が付着 している。 Hは平安時代の土師器高台付イで体部 と底部の内外面が

黒色である。 12は 平安時代の土師器脚高高台不 または皿、 13は 平安時代の上師器小皿 で底

部外面に回転糸切 り痕が残存 している。 14は 土師器甕で外面に赤彩が施 されてい る。 15は

平安時代の土師器羽釜の羽部である。 16は 奈 良・平安時代の緑釉陶器で外面に貼 り付 けた

粘土上に縦方向の沈線 のよ うなものが認 め られ る。輪花の沈線ではなく、把手の貼 り付 け

部のよ うな類 のもの と思われ る。 17は奈 良・平安時代の須恵器郷で底部外面に回転糸切 り

痕が残存 している。 18は須恵器壺の日縁部で全体 に赤灰色 を帯びている。 19～ 21は須恵器

甕である。 19。 20は外面に平行叩き目、内面に同心円叩き目を有 している。 20は外面の一

部に 自然釉がかかっている。 21は外面に平行 叩き 日、内面にハケ ロを有 し、外面全面 に自

然釉がかかってい る。 22～ 24は 平安時代の灰釉陶器 婉、25は 灰釉陶器婉または皿、26は灰

釉陶器皿である。 26は底部外面回転糸切 り後、無調整のまま高台の周囲をナデて貼 り付 け

ている。 27は 古瀬戸陶器縁釉小皿で鉄釉が施 されている。底部外面は回転糸切 り後無調整

である。 28は 土器 内耳鍋の底部である。 内面には炭化物が0.5111111の 厚 さで層状に付着 して

いる。 29は近世磁器筒形碗で蛸唐草文の染付が施 されている。内外面に破面に沿 つてガラ

ス質の焼継剤 が帯状に認 め られ る。 30は瓦質土器火鉢または幌炉類である。外面 に煤 が付

着 している。
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図17 遺構外出土遺物 (1)
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第 4章 結 玉
口口

第 1節  遺 構 と遺 物 の 検 討

発掘調査 の結果、溝 5条 (1～ 4・ 6号 )、 井戸 1基 (1号 )、 ピッ ト5基 (1～ 5

号)が検 出 された。 1号溝 は浅 く残存状況が悪い。遺物 は平安時代 の土師器 が出上 して

い るが遺構 の時期決定を確実にす るもの とはい えない。 2号溝 は断面形 に特徴 があ り、

下半部が細長 く、上部 は緩い傾斜 で開 くラッパ状の形態である。 出土遺物 は古墳時代か

ら平安時代 の遺物が層位 的な分離 をせず に出土 してい る。遺構 の埋没時期 は平安時代 と

考 え られ る。 3号溝 は浅 く残存状況が悪 く、奈 良 。平安時代 の土師器 が出土 してい るが

遺構の時期決定を確実にす るもの とはいえない。 4号溝は幅 1.8～ 2.6m、 深 さ0.4～ 0.6m
と大 き く、底面 には砂層 が堆積 してい る。縄文時代か ら中世の遺物が出土 してい るが、

遺構 の埋没時期 は中世初頭 と考 え られ る。 6号溝 は下端 の平面形態 に分岐が見 られ、断

面形 も不整形である。覆上には 5～ 10側大の亜 円礫 が非常に多 く含まれている。遺物か

ら時期 を決定できないが、 4号溝 よ りは古い遺構である。 1号井戸は出土遺物が少な く、

平安時代 の土師器 の小破片がわずかに出土 してい るのみである。 1～ 5号 ピッ トは浅 く

残存状況が悪い。遺物 は出土 していない。

ここで各遺構 の配置 を検討す ると、先ず 1～ 4号溝 は東西方 向にほば並行 してい るこ

とが分かる。 6号溝 は他 の溝 に対 して方 向性が異な り、扇状地の地形 に準 じ北か ら南方

向へ下 り、隣接す る相川 の流れ に並行 してい る。溝 は不整形 な平面形状や、礫 の多い覆

土状況 も併せ考 え、 6号溝 は 自然の流路 と思われ る。次 に東西方 向に延び る 1～ 4号 の

溝 は、朝 日小学校北側 の通 りに並行 してい る。 この通 りは江戸時代前期 は甲州道 中であ

つた ことが分かつてお り、近世以前か ら交通路 として機能 していた ことが考 え られ、特

徴的な断面形 の 2号溝や、水 の流れがあった ことが考 え られ る 4号溝 な ど扇状地の傾斜

に対 して直行す る溝 は、 この小学校北側 の通 りに並行 して掘 られた区画溝 の可能性があ

る。 1号井戸 に関 しては、小学校北側 の通 りと4号構 の間に集落が存在 していた ことを

思わせ る遺構 である。

第 2節  塩 部 遺 跡 に お け る調 査 区

平成 6年度以降の調査 によ り塩部遺跡 は、縄文時代か ら中世まで約 5000年 以上存続 し

ていた ことが分かつた。縄文時代 については遺構が未検 出であるため詳細は不明である

が、弥生時代か ら古墳時代 にかけては、遺跡範囲の中央部 (2)地 点 (現 甲府 工業)一
帯か ら南側 (5)及び西側 (3・ 4)に かけて集落が形成 されていたもの と考えられ る。

平安時代は文治二年 (1186)の 醍醐寺文献 目録 に 「甲斐国巨摩郡塩部庄」 と記載があ

り、各調査地点か ら遺構・遺物が検 出 されている状況か ら、大規模 な集落が形成 されて

いたもの と推定 され る。調査区で検出された 4号溝や 12世紀代の遺物は、塩部庄の状況を

示す査証であ り、特に中国製磁器の出土は、富答層や町屋が存在 していたことを窺わせ る。

中世 は塩部郷であ り、試掘調査では14世紀前半代 の常滑焼の出土 した。 16世紀代 には

調査 区東側 の相川左岸 の現朝 日2・ 3丁 目周辺 に三 日市場が設 け られ、塩部郷 の中心は

この三 日市場近辺 に移動 した ことも考 え られ る。

近年京都大学で発見 された 17世紀代 の甲府城 下町の絵 図に、一里塚 と 「古三 日市場」

の記述がみ られ、調査 区北側 の東西の通 りが江戸時代初期 の甲州道 中であった ことが判

明 した。 この調査 区周辺 は古代か ら信州方面へ 向か う交通の要所であつた ことが考 え ら

れ、今後の発掘調査 によ り実態が解 明 され るであろ う。
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1号
溝

土
師
器

杯
〈
1 
1〉

底
部

橙
色

5Y
R6
/6

良
や

や
緻

密
。
赤

色
粒

子
、

本
革

歩
合

す
ぃ_

8C
後

半
～

10
C後

半

7-
3

1号
溝

土
師
器

脚
高

高
台

郵

ま
た

は
R卸

高
吉

台
m

〈
23
〉

底
部

～
脚

部
橙

色
5Y
R7
/6

良
赤

色
粒

子
を
含

む
10
C後

半
～

12
C

1号
溝

土
師
器

皿
く
10
〉

底
部

増釜
イ登

5Y
R6
/8

良
赤

色
粒

子
、
長

石
を
含

す
o

底
面

糸
切

り
。
1l
C後

半
～

12
C。

底
部

台
状

。

7-
5

1号
溝

土
師
器

甕
〈
2.
5〉

口
縁

吉
[

橙
色

5Y
R6
/6

良
石

英
、
長

石
、
金

色
雲

母
歩
て
き

)。

内
面

横
方

向
の
ハ

ケ
ロ
、
外

面
は

不
鮮

明
で

不

明
ハ
厘

口
口
縁
^l
oC
後

半
^

2号
溝

土
師

器
台

付
甕

〈
1,
8〉

底
都

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
3

良
石

英
、
長

石
、
金

雲
母

を

合
,|
_

外
面

ハ
ケ

ロ
。
内

面
ナ

デ
。
3C
後

葉
～
5C
前

葉
。

R_
9>
日

―
個

伏

8-
2

2号
溝

土
師
器

台
付

甕
(8
.8
)

〈
4.
1〉

月却
吉
Б

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
3

良
石

英
、
長

石
、
金

雲
母

を
合

沸
_

脚
部

末
端

部
内
側

へ
折

り
返

し
。
3C
後

葉
5C
前

葉
ぃ
81
と

同
一

個
体

ハ

8-
3

2号
溝

土
師
器

密
(1
40
)

〈
4,
9〉

口
縁

部
～

頸
部

明
赤

褐
色

5Y
R5
/6

良
赤

色
粒

子
、
石

英
、
長

石
、
企

雲
母

狩
含

=f
ハ

頸
部

外
面

粗
雑

な
ナ

デ
。
頸

部
内

面
に
指

頭
圧

痕
ハ
4C
中

葉
～
5C
前

葉
ハ

2号
浦

須
恵

器
郷

蓋
(1
2.
0)

摘
み

径
〈
13
〉

口
縁

部
～

体
部

内
面

明
褐

灰
色

7.
5Y
R7
/1

猟
面

r白
伏

節
ナヽ

1ユ
ー

ブ 「

名
1∩
v5
/9

良
7C
第

2。
第

3四
半

世
紀

8-
5

2号
溝

須
恵

器
短

頸
壺

最
大

径

(1
1.
6)

68
口
縁

部
～

底
部

内
外

面
灰

白
色
N8
/

白
然

知
舗

岡
オ
リ
ー

ブ
灰

れ
lo
Y4
/2

良
体

部
外

面
下

部
か

ら
底

部
と
底

面
は

回
転

ヘ
ラ
削

り
★

鰭
時

代
～

本
虔
時

代
_

8-
6

2号
溝

土
師
器

郵
(1
3.
0)

口
縁

部
～

底
部

橙
色

5Y
R6
/6

良
や

や
緻

密
。
赤

色
粒

子

を
含

む
。

体
部

外
面

上
半

ヘ
ラ
磨

き
、
下

半
手

持
ち
ヘ

ラ
削

り
。
底

面
全

面
ヘ

ラ
削

り
。
体

部
内

面
と
み

こ
み

部
ι鈴

針
拌

熊
寸

示
n 
Rr
絡

堆

8-
7

2号
溝

土
師
器

郷
7.
4

〈
44
〉

口
縁

部
～

底
部

橙
色

5Y
R6
/6

良
や

や
緻
密

。
赤
色
粒

子
を
含

む
。

体
部

外
面

上
半

ロ
ク
ロ
ナ

デ
、
下

半
手

持
ち

ヘ
ラ
削

り
。
底

面
糸

切
り
後

全
面

ヘ
ラ
削

り
。
体

部
内

面
に

竹
射

減
暗

す
あ

り̂
9C
前

半
^

8-
8

2号
溝

須
恵

器
長

頸
壷

(1
0.
2〉

体
都

～
底

部

内
面

灰
褐

色
7.
5Y
R5
/2

外
面

体
都

灰
色
5Y
5/
1

外
面

底
部

、
底

面
に
ぶ

い
黄

橙
色

1∩
Vp
7/
R

良
体

部
外

面
下

都
か

ら
底

部
は

回
転

ナ
デ

。
底

面
は

回
転

糸
切

り
の
後

は
無

調
整

。
9C
前

半
。

3号
溝

土
師

器
不

〈
1〉

底
部

橙
色

5Y
R6
/6

良
赤

色
粒

子
を
含

む
。

1l
C前

半
～

1l
C後

半

3号
溝

土
師
器

郵
く

底
音
Б

橙
色

5Y
R7
/6

良
赤

色
粒

子
を
含

む
。

底
面

糸
切

り
。
奈

良
・
平

安
時

代
。

3号
溝

土
師
器

郷
(1
3.
0)

く
6〉

口
縁

都
～

体
部

橙
色

7.
5Y
R7
/6

良
赤

色
粒

子
を
含

む
。

奈
良
・
平

安
時

代

3号
溝

土
師
器

郷
ま
た

は
皿

(1
1.
0)

〈
口
縁

部
～

体
部

程
れて
17
.5
YR
7/
6

良
赤

色
粒

子
を
含

む
。

奈
良
・
平

安
時

代

11
-ユ

4号
溝

縄
文

土
器

深
鉢

体
部

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

良
石

英
、
長

石
を
含

む
。

縄
文

時
代

中
期

～
後

期

11
-2

4号
溝

土
師
器

高
不

〈
6.
3〉

立 ロ
卸 ＝

に
ぶ
ヤヽ
ホ登

色
7.
5Y
R7
/4

良
外

面
ヘ

ラ
削

り
。
6C
後

半
。

数
値

の
単
位

は
cl
ll
、
()
内

数
値

は
復

元
値

、
〈
〉
内
数

値
は
残

存
値

。
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数
値

の
単
位

は
cl
ll
、
()
内

数
値

は
復

元
値

、
〈
〉
内
数

値
は
残

存
値

。

図
NO

遺
構

名
種

別
器

種
口

径
そ

の
他

計
掲
I値

底
径

器
高

部
位

色
調

焼
成

胎
土

備
考

11
-3

4号
溝

土
師
器

麦
(2
1.
4)

〈
5,
0〉

口
縁

部
～

体
都

内
面

に
ぶ

い
黄

褐
色

10
YR
4/
3

外
雨

黒
褐

存
,1
0Y
R3
/2

良
石

英
、
長

石
を
含

む
。

古
墳

時
代

11
-4

4号
溝

土
師
器

寮
(1
80
)

〈
3.
2〉

口
縁

部
1こ
ぶ

ヤヽ
橙

色
7.
5Y
R7
/4

良
長

石
、
石

英
を
含

む
。

内
外

面
と
も
に
ナ

デ
。
古

墳
時

代
。

4号
溝

土
師

器
変

口
縁

菩
Б

橙
色

5Y
R6
/6

良
長

石
、
石

英
を
含

む
。

内
外

面
と
も
に
ナ

デ
。
古

墳
時

代
。

4号
溝

土
師
器

甕
(1
7.
0)

〈
3.
4〉

口
縁

都
～

体
部

内
面

褐
灰

色
5Y
R4
/1

外
面

明
示

褐
色

2.
5Y
5/
6

良
金

雲
母

、
石

英
、
長

石
を

今
}β

体
都

外
面

縦
ハ

ケ
ロ
。
古

墳
時

代
。

11
-7

4号
溝

土
師
器

不
(1
2.
4)

〈
2.
0〉

口
縁

部
～

体
部

橙
色

5Y
R6
/6

良
や

や
緻

密
。
赤

色
粒

子
歩
合

す
o^

体
部

上
半

内
外

面
と
も
に
ロ
ク
ロ
ナ

デ
。
9C
後

半
～

1∩
ρ

終
半

4号
溝

土
師
器

邦
(1
3.
0)

〈
2.
3〉

口
縁

部
～

底
部

橙
色

5Y
R6
/6

良
緻

密
。
赤

色
粒

子
を
含

す
o_

体
部

下
半

ヘ
ラ
削

り
。
口
縁

端
部

外
反

、
肥

厚
。

10
Cハ

4号
溝

土
師
器

イ
(1
2,
0)

〈
3 
1〉

口
縁

部
～

体
部

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R6
/4

良
緻

密
。
赤

色
粒

子
を
含

=¢

内
外

面
と
も
に
ロ
ク
ロ
ナ

デ
。
口
縁

端
部

外
反

、
肥

厚
^1
0C
後

半
ぃ

11
-1
0

4号
溝

土
師
器

郷
(6
.8
)

〈
2.
3〉

底
部

内
面

灰
褐

色
5Y
R4
/2

択
百

里
れ

Nl
氏

/
良

金
雲

母
、
石

英
を
含

む
。

見
込

、
底

部
外

面
ロ
ク
ロ
ナ

デ
。
底

面
回

転
糸

切
り

後
無

調
整
^1
lC
末

～
12
C^

11
-1
1

4号
溝

土
師
器

甕
(2
8.
0)

〈
6.
4〉

口
縁

部
～

体
部

掲
色

7.
5Y
R4
/6

良
石

英
、
長

石
、
金

雲
母

を
を
き
ま
ぃ

体
部

外
面

縦
ハ

ケ
ロ
。
口
縁

部
、
体

部
内

面
横

ハ

ケ
ロ
ハ
ロ
縁

部
肥

厚
ハ
10
C前

半
～

10
C後

半
ぃ

11
-1
2

4号
溝

土
師
器

】ヨ
全畠

(3
2.
0)

〈
6.
7〉

口
縁

吉
[

内
面

暗
赤

褐
色

5Y
R3
/2

外
面

構
色
5Y
R6
/6

良
長

石
、
石

英
を
含

む
。

外
面

縦
ハ

ケ
ロ
、
内
面

横
ハ

ケ
ロ
、
一

部
横

ナ

11
-1
3

4号
溝

須
恵

器
郵

(1
6.
6)

〈
2.
8〉

口
縁

部
～

体
部

灰
色

5Y
6/
1

良
内
外

面
と
も
に
ロ
ク
ロ
ナ

デ
。
8C
後

半
～
9C
前

半
。

11
-1
4

4号
溝

須
恵

器
不

(1
5.
6)

〈
26
〉

口
縁

部
～

体
部

灰
色

2.
5Y
7/
1

良
内
外

面
と
も
に
ロ
ク
ロ
ナ

デ
。
7C
末

～
9C
前

半
。

11
-1
5

4号
溝

須
恵

器
長

頸
壷

く
4.
4〉

体
部

～
底

部
内

面
明

青
灰

色
5P
B7
/1

外
而

吉
灰

魯
5P
R6
/1

良
高

台
ハ

リ
ツ
ケ

後
、
末

端
部

を
内

側
に
折

り
返

晩

7C
末

～
9c
後

半
ハ

11
-1
6

4号
溝

須
恵

器
壺

体
部

内
面
灰

自
色
N6
/

外
面
褐

灰
色

7.
5Y
R5
/1

良
内
外

面
と
も
に
ナ

デ
。

11
-1
7

4号
浦

須
恵

器
甕

体
部

暗
青

灰
色
5P
B4
/1

良
外

面
叩

き
目
。

11
-1
8

4号
溝

灰
釉

陶
器

婉
〈
1.
7〉

底
都

灰
白
色
N7
/

良
高

台
内

回
転

ヘ
ラ
削

り
。
高

台
ハ

リ
ツ
ケ
。
9C
後

半

～
1l
C後

半
ハ

12
-1
9

4号
溝

灰
釉

陶
器

婉
〈
28
〉

体
都

～
底

部
灰

白
色

N7
/

良
高

台
断

面
二

等
辺

三
角

形
。
10
C後

半
～

1l
C前

半
_

12
-2
0

4号
溝

灰
釉

陶
器

婉
〈
1.
8〉

底
都

灰
白
色

N7
/

良
高

台
ハ

リ
ツ
ケ

、
断

面
二

等
辺

三
角

形
。
10
C後

半

～
1l
ρ

前
半

_

12
-2
1

4号
溝

灰
釉

陶
器

婉
(1
6.
0)

く
4.
6〉

口
縁

都
～

体
部

内
外

面
灰

自
色
N7
/

流
舶

舗
阿

匠
白
魯

夕
昂
Y7
/1

良
10
C後

半
～

■
C前

半

12
-2
2

4号
溝

灰
釉

陶
器

皿
く
1.
6〉

底
部

内
面

(灰
釉

)オ
リ
ー

ブ
灰

色
10
Y5
/2

外
面
灰

白
色

N7
/

良

高
台

内
回

転
ヘ

ラ
削

り
。
内

面
、
見

込
み

は
全

面

施
釉

。
高

台
ハ

リ
ツ
ケ

、
断

面
方

形
の
角

高
台

。
高

台
内

に
ヘ

ラ
記

号
「
×
」
あ

り
。
9C
前

半
～
9C
後

圭

12
-2
3

4号
溝

灰
釉

陶
器

手
付

瓶
頸

部
、
把

手
全

面
(灰

釉
)灰

オ
リ
ー

ブ
色
75
Y6
/2

良
全

面
施

釉
。
9C
後

半
～

1l
C後

半
。

12
-2
4

4号
溝

灰
釉

陶
器

長
頸

壷
(1
2.
0)

〈
2.
1〉

底
音
Б

灰
白
色
N7
/

良
内
外

面
に
一

部
点

状
に
施

釉
範

囲
あ
り
。
高

台
ハ

リ

ツ
ケ
ハ
9C
後

半
～

1l
C後

半
ぃ

12
-2
5

4号
溝

灰
釉

陶
器

士 堕
体

部
内
面
灰

白
色

N8
/

外
雨

r灰
紬

Ⅲ
灰

ォ
リ
ー

ブ
魯
75
Y5
/2

良
9C
後

半
～

1l
C後

半

12
-2
6

4号
溝

灰
釉

陶
器

甕
く
6.
4〉

頸
部

～
肩

部
内
外

面
灰

白
色
N8
/

施
釉

範
囲
灰

白
色

7.
5Y
7/
1

良
肩

部
外

面
叩
き

目
。
肩

部
外

面
施

釉
。
9C
後

半
～

1l
ρ

終
半
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図
NO

遺
構

名
種

別
器

種
口
径

他 隋
υ 鞠

底
径

器
高

部
位

色
調

焼
成

胎
土

備
考

12
-2
7

4号
浦

青
磁

碗
〈
2.
4〉

体
部

～
底

部
内
外

面
オ

リ
ー

ブ
灰

色
10
Y5
/2

露
胎

範
囲
灰

色
N6
/

良
高

台
削

り
出

晩
体

部
内

面
に
ヘ

ラ
と
櫛

に
よ
る
劃

″
寸

バ
補

太
・
/1
ス

日
弁

空
素

19
ρ

 
Ы

際

12
-2
8

4号
浦

青
白
磁

合
子

体
部

内
面
灰

白
色
8N
/

外
面

明
青

灰
存
15
BG
7/
1

良
体

部
外

面
蓮

弁
文

。
中

国
製

。

12
-2
9

4号
溝

自
磁

碗
(1
4.
0)

〈
2.
7〉

口
縁

部
～

体
部

灰
色

10
Y7
/1

良
中

国
製

。

12
-3
0

4号
溝

陶
器

望
体

都

内
面

(無
釉

)灰
色

6N
/と

灰
白
色

2.
5Y
7/
1の

縞
模

様

(胎
土

黄
灰

色
2.
5Y
7/
2)

外
面

(灰
釉

)灰
オ

リ
ー

ブ
色

7.
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掲
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褐
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ナヽ
1〕
―

ブ
庁

魯
ln
v5
/9

良
内
面

は
露

胎
。
外

面
に
貼

り
付

け
た
粘

土
上

に
縦

方
向

の
沈

線
あ

リ
ハ
奈

良
。 平

安
時

代
n

17
-1
7

遺
構

外
須

恵
器

郵
〈
0,
9
〉

底
部

灰
色
N6
/

良
底

部
外

面
回

転
糸

切
り
後

無
調

整
。
体

部
外

面
下

部
ナ

デ
ハ
8C
後

半
～
9C
前

半
ハ

17
-1
8

遺
構

外
須

恵
器

霊
口
縁

吉
Б

赤
灰

色
5R
6/
1

良
内
外

面
と
も
に
ナ

デ
。

17
-1
9

遺
構

外
須

恵
器

菱
体

部
青
灰

色
5P
B6
/1

良
外

面
平

行
叩
き

目
。
内

面
同

心
円

叩
き

目
。

18
-2
0

遺
構

外
須

恵
器

密
体

部
内

面
青

灰
色

5B
6/
1

休
面

肝
れ

南
A/

良
外

面
平

行
叩
き

目
。
内

面
同

心
円

叩
き

目
。
外

面

一
部

とこ
自
然

釉
が
か
か
る
。

18
-2
1

遺
構

外
須

恵
器

甕
体

部

内
面

灰
色
N5
/

外
面

(自
然

釉
)暗

オ
リ
ー

ブ
灰

色

25
6Y
4/
1

良
外

面
平

行
叩
き

目
。
内

面
ハ

ケ
ロ
。
外

面
全

面
に

自
然

釉
が
か
か
る
。

18
-2
2

遺
構

外
灰

釉
陶
器

婉
口
縁

部
～

体
部

内
面

(灰
釉

)灰
白
色

5Y
7/
2

外
面

灰
白
色

5Y
8/
1

良
9C
後

半
～

1l
C前

半

18
-2
3

遺
構

外
灰

釉
陶
器

婉
口
縁

音
【

内
面

(灰
釉

)明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
2.
5G
Y7
/1

外
面

灰
白
色
N7
/

良
9C
後

半
～

1l
C前

半

18
-2
4

遺
構

外
灰

釉
陶
器

婉
口
縁

吉
[

灰
白
色
N7
/

良
軟

質

18
-2
5

遺
構

外
灰

釉
陶
器

婉
ま
た

は
皿

〈
1.
4〉

底
部

灰
白
色
N8
/

臆
熱

飾
国

庁
ナ

1テ
ー

ブ
魯

7氏
VA
/9

良
9C
後

半
～

10
C後

半

18
-2
6

遺
構

外
灰

釉
陶
器

皿
く
1.
1〉

底
部

天
白
色

2.
5Y
8/
1

良
底

都
外

面
回
転

糸
切

り
後

無
調

整
の
ま
ま
高

台
を

ナ
デ

て
ハ

リ
ツ
ケ
ハ
10
C前

半
～

10
C後

半
ハ

18
-2
7

遺
構

外
陶

器
縁

釉
小

皿
口
縁

都
～

底
部

褐
灰

色
10
YR
6/
1

施
紬

範
囲

(鉄
釉

)暗
褐

色
7.
5Y
R3

/3
良

底
部

外
面

回
転

糸
切

り
後

無
調

整
。
古
瀬

戸
14
C

絡
半

～
lT
か

18
-2
8

遺
構

外
土

器
内

耳
土

器
(2
4.
0)

く
18
〉

体
都

～
底

部
内

面
(炭

化
物

)黒
色

Nl
.5
/

外
面

褐
色

7.
5Y
R4
/3

良

体
都

下
部

内
面

、
底

部
内

面
に
厚

さ
0.
51
1u
lの

層
状

に
炭

化
物

付
着

。
底

部
外

面
hm
位

の
砂

粗
多

昌
 1
5ρ

-l
Aρ

18
-2
9

遺
構

外
磁

器
筒

形
碗

体
都

～
底

部
良

外
面

染
付

蛸
唐

草
文

。
廃

棄
年

代
17
90
年

代
以

際

18
-3
0

遺
構

外
瓦
質

土
器

火
鉢

類
か

口
縁

都
～

体
部

天
色

N5
/

良



1.調査区全景 (北東から)

図版 1

2.1号 溝完掘状況 (南東から)

3.2号 溝完掘状況 (東から) 4 2号 溝遺物出土状況 (南西から)

5,3号 溝完掘状況 (北東から) 6 4号 溝完掘状況 (北東から)

3.1号 井戸完掘状況 (東から)7 6号 溝完掘状況 (南西から)
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